
蒲
生
秀
行
が
裁
定
し
た
大
沼
郡
の
山
論

　

蒲
生
氏
郷
領
国
下
で
は
、
文
禄
三
年
（
一
五
九
四
）
五
月

か
ら
六
月
に
か
け
て
太
閤
検
地
が
実
施
さ
れ
、
検
地
帳
が
作

成
さ
れ
た
。
こ
れ
が
以
後
の
年
貢
収
納
に
あ
た
っ
て
の
基
準

と
な
っ
た
。
こ
の
時
の
記
載
の
錯
綜
が
原
因
で
、
慶
長
二
年

（
一
五
九
七
）
六
月
二
十
一
日
、
大
沼
郡
桑

く
わ
の
は
ら原

村
（
三
島
町

桑
原
）
と
同
郡
宮
下
村
（
三
島
町
宮
下
）
が
高
土
山
と
上
小

屋
山
の
焼
畑
の
出
入
り
を
め
ぐ
っ
て
争
っ
た
た
め
、
初
期
蒲

生
秀
行
期
の
奉
行
人
が
連
名
で
裁
許
を
下
し
た
の
で
あ
る
。

担
当
奉
行
人
は
、
満
田
長
右
衛
門
尉
と
安
田
勘
介
吉
次
で
、

両
者
は
蒲
生
氏
郷
以
来
の
譜
代
衆
で
あ
っ
た
。
大
谷
村
（
三

島
町
大
谷
）
肝
煎
木
工
丞
以
下
九
名
の
人
物
は
、
近
隣
の
村
々

の
肝
煎
で
、
こ
の
裁
許
内
容
を
保
証
す
る
た
め
に
扱
い
人
と

し
て
署
判
し
て
い
る
。
九
名
は
戦
国
時
代
の
地
侍
の
系
譜
を

引
き
、
官
途
を
名
乗
り
、
印
判
や
花
押
を
用
い
て
い
る
。

　

こ
の
文
書
は
、
奥
会
津
に
お
け
る
移
行
期
の
村
落
間
紛
争

解
決
手
段
を
具
体
的
に
記
し
て
い
る
と
同
時
に
、
蒲
生
氏
の

裁
許
の
形
態
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

初
期
蒲
生
氏
の
時
期
の
裁
許
状
に
は
、
在
地
系
の
薄
手
の
楮

紙
の
竪
紙
が
用
い
ら
れ
、
争
論
当
事
者
に
対
し
て
各
一
通
ず

つ
裁
許
状
が
発
給
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。

　

慶
長
三
年
正
月
十
日
、
豊
臣
秀
吉
の
命
に
よ
り
蒲
生
秀
行

は
重
臣
間
の
内
訌
を
理
由
に
会
津
か
ら
宇
都
宮
へ
移
封
さ
れ

た
。
安
田
吉
次
は
秀
行
の
も
と
を
離
れ
、
替
わ
っ
て
越
後
よ

り
会
津
に
入
部
し
た
上
杉
景
勝
の
家
臣
と
な
っ
た
。
吉
次
は

慶
長
五
年
十
月
六
日
に
伊
達
政
宗
勢
と
の
間
で
な
さ
れ
た

「
宮
代
（
福
島
市
宮
代
）
表
御
合
戦
」
で
討
ち
死
に
し
て
い
る
。

　

こ
の
山
論
は
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て
幾
度
か
再
燃
し
、
紛

争
発
生
か
ら
二
八
〇
年
後
の
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
三
月

二
十
日
に
よ
う
や
く
解
決
を
見
た
の
で
あ
っ
た
。
文
書
の
朱

書
き
に
よ
る
と
、
元
米
沢
藩
士
に
し
て
安
積
開
拓
で
著
名
な

立
岩
一
郎
が
、
福
島
裁
判
所
長
代
理
・
若
松
区
裁
判
所
長
と

し
て
こ
の
裁
定
に
関
わ
っ
て
い
た
。�

（
渡
邉 

智
裕
）
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伊
達
郡
森
山
村
（
現
国
見
町
）
佐
久
間

家
は
、
新
田
家
旧
臣
を
先
祖
と
し
、
近
世

初
期
に
新
田
開
発
を
行
い
、
以
後
名
主
を

務
め
た
。
近
世
後
期
に
な
る
と
、
神
道
無

念
流
剣
術
を
修
練
し
、
門
弟
に
指
導
・
伝

授
を
行
い
、
農
民
剣
術
の
地
域
指
導
者
的

立
場
に
就
い
た
。
剣
術
へ
の
意
欲
が
高
ま

る
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
頃
二
月
五
日

に
は
、
神
道
無
念
流
の
初
代
戸
賀
崎
熊
太

郎
暉
芳
が
佐
久
間
永
蔵
成
章
へ
「
書
状
」

（
佐
久
間
成
章
家
文
書
二
二
七
）
を
送
っ

て
い
る
。
本
書
等
か
ら
、
佐
久
間
家
と
戸

賀
崎
暉
芳
と
の
関
係
に
注
目
し
た
い
。

　

ま
ず
、
差
出
人
の
暉
芳
は
、
神
道
無
念

流
発
展
に
貢
献
し
た
剣
客
で
、
当
時
は
武

蔵
国
埼
玉
郡
上か

み

清き
よ

久く

村
（
現
埼
玉
県
久
喜

市
）
で
剣
術
を
教
え
て
い
た
。
つ
ぎ
に
、

宛
所
の
成
章
は
、
足
守
藩
御
用
達
で
苗
字

帯
刀
を
許
さ
れ
た
人
物
で
あ
る
。

　

暉
芳
は
、
書
状
の
書
出
し
に
「
忰
差
遣

候
付
」
と
記
し
、
二
代
目
戸
賀
崎
熊
太
郎

胤た
ね

芳よ
し

を
佐
久
間
家
に
遣
わ
し
た
と
伝
え
て

い
る
。
続
く
本
文
で
は
、
昨
秋
自
身
が
成

章
を
訪
ね
世
話
に
な
っ
た
こ
と
を
感
謝

し
、
礼
状
を
出
す
前
に
成
章
か
ら
書
状
を

貰
い
忝
い
と
述
べ
、
江
戸
に
出
て
い
て
返

事
が
出
来
な
か
っ
た
と
弁
解
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
成
章
の
手
紙
を
読
み
、
成
章
の

息
子
の
剣
術
上
達
を
喜
ん
で
い
る
が
、
剣

術
を
好
ん
だ
佐
久
間
正
治
純
重
に
つ
い
て

の
話
題
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
年
内
に
息
子

胤
芳
が
佐
久
間
家
を
訪
れ
る
際
は
、
指
図

す
る
よ
う
頼
ん
で
い
る
。
胤
芳
は
当
時
奥

州
等
を
巡
歴
し
て
お
り
、
こ
の
訪
問
は
そ

の
途
中
と
も
み
ら
れ
る
。
さ
い
ご
に
、
追

お
っ
て

書が
き

で
佐
久
間
家
の
民
蔵
に
大
黒
天
を
送
る

と
あ
る
。
こ
れ
は
、
暉
芳
が
無
念
の
形
を

擬
な
ぞ
ら

え
て
作
り
、
子
弟
に
与
え
た
と
い
う
摺

り
物
で
あ
る
。
佐
久
間
家
に
伝
わ
っ
た
暉

芳
の
書
状
か
ら
は
、
剣
術
を
通
じ
た
両
家

の
非
常
に
親
し
い
間
柄
が
読
み
取
れ
る
。

　

戸
賀
崎
暉
芳
没
後
、
佐
久
間
成
章
の
子

純
重
は
、
旗
本
の
新
田
岩
松
道
純
と
国

学
者
の
屋
代
弘
賢
に
頼
み
、
天
保
四
年

（
一
八
三
三
）
阿
津
賀
志
山
麓
に
暉
芳
を

顕
彰
す
る
「
知
道
軒
戸
賀
崎
翁
碑
」
を
建

て
て
い
る
。
佐
久
間
家
は
暉
芳
と
の
交
流

の
中
で
剣
術
に
心
酔
し
、
暉
芳
へ
の
崇
敬

の
念
に
よ
り
剣
術
を
磨
き
続
け
た
の
で
あ

る
。
な
お
、
純
重
は
、
奥
州
を
訪
れ
た
剣

客
の
「
英
名
録
」
や
、
名
望
家
の
履
歴
・

顕
彰
碑
に
名
を
遺
し
た
。�

（
小
野 

孝
太
郎
）

　

『
会
津
若
松
史
』
に
よ
れ
ば
、
戊
辰
戦

争
時
の
会
津
藩
の
兵
力
は
七
千
人
ほ
ど

で
、
そ
の
う
ち
約
三
千
人
が
武
士
以
外
の

非
正
規
兵
で
あ
っ
た
と
い
う
。
当
然
、
領

内
の
村
々
か
ら
も
、
多
く
の
人
々
が
農
兵

と
し
て
戦
場
に
送
ら
れ
て
い
る
。

　

た
と
え
ば
、
大
沼
郡
桑
原
村
（
現
・
三

島
町
）
の
人
々
は
、
会
津
藩
士
宮
下
藤
太

の
部
隊
に
属
し
、
新
政
府
軍
と
戦
っ
た
。

宮
下
家
は
中
世
に
当
地
を
支
配
し
て
い
た

山
内
氏
の
一
族
で
あ
り
、
桑
原
村
の
住
民

は
そ
の
家
臣
団
の
末
裔
で
あ
っ
た
た
め
、

村
人
た
ち
は
有
事
の
際
に
は
旧
主
（
宮
下

家
）
の
た
め
に
戦
う
こ
と
を
戊
辰
戦
争
以

前
か
ら
誓
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
実
際
に
戦
争
が
始
ま
る
と
、

会
津
藩
は
宮
下
に
旧
家
臣
団
を
取
り
ま
と

め
出
陣
す
る
よ
う
命
じ
、
一
人
に
つ
き
弾

薬
五
十
発
を
支
給
し
て
い
る
（
「
弾
薬
製

作
方
請
払
帳
」
、
河
越
卿
家
文
書
六
四
）
。

　

こ
こ
で
気
に
な
る
の
は
、
彼
ら
農
兵
が

は
た
し
て
戦
力
に
な
っ
た
の
か
と
い
う
点

で
あ
ろ
う
。

　

奥
会
津
地
域
の
村
人
た
ち
は
、
番
所
の

警
備
役
を
命
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
あ

り
、
最
低
限
の
武
器
の
使
用
法
は
知
っ
て

い
た
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
銃
砲
と
な
る

と
勝
手
が
違
っ
た
よ
う
で
、
宮
下
か
ら
藩

に
「
土
民
之
義
ニ
御
座
候
而
、
砲
術
并
操

練
一
向
不
相
弁
者
ニ
御
座
候
間
、
私
壱
人

ニ
而
者
行
届
兼
候
間
、
教
示
致
候
者
被
仰

付
被
下
度
」
（
〔
申
上
〕
、
同
家
文
書
七
一
）

と
調
練
の
願
い
が
出
さ
れ
て
い
る
。

　

集
団
戦
に
お
け
る
銃
砲
の
使
用
は
、
撃

ち
方
は
も
ち
ろ
ん
、
歩
き
方
か
ら
し
て
特

殊
で
あ
り
、
村
人
た
ち
を
戦
力
と
し
て
活

用
す
る
に
は
隊
列
の
組
み
方
や
号
令
か
ら

教
え
込
ま
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か

し
、
そ
の
た
め
の
時
間
は
乏
し
く
、
彼
ら

は
に
わ
か
仕
立
て
の
ま
ま
戦
線
に
投
入
さ

れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
村
人
た
ち
は
戊
辰
戦
争

と
は
無
関
係
で
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。
新

政
府
軍
と
会
津
藩
・
列
藩
同
盟
軍
を
問
わ

ず
、
福
島
県
域
の
村
々
か
ら
は
多
く
の
物

資
や
人
々
が
徴
発
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
村

人
あ
り
き
の
戦
い
が
地
域
社
会
に
残
し
た

も
の
は
何
で
あ
っ
た
の
か
、
戊
辰
二
百
年

に
向
け
て
改
め
て
考
え
な
け
れ
ば
な
る
ま

い
。�

（
山
田 

英
明
）

伊
達
郡
森
山
村
佐
久
間
家
と

　

神
道
無
念
流
戸
賀
崎
暉て

る

芳よ

し
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明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
秋
以
降
、
明

治
政
府
は
、
福
島
県
域
で
戊
辰
戦
災
か
ら

の
復
興
と
救
済
に
努
め
た
。
戦
火
に
遭
っ

た
町
村
や
軍
用
地
の
年
貢
減
免
、
衰
退
し

た
産
業
や
生
業
者
へ
の
救
済
措
置
、
負
傷

軍
夫
へ
の
年
貢
免
除
等
の
施
策
で
あ
る
。

そ
ん
な
中
、
同
年
十
月
に
は
、
会
津
郡
叶

津
村
（
現
只
見
町
）
が
、
会
津
民
政
局
に
「
乍

恐
以
書
附
奉
願
上
候
」
（
長
谷
部
大
作
家

文
書
二
四
九
九
）
を
認
め
、
窮
状
を
訴
え

て
い
る
。
同
史
料
か
ら
、
戊
辰
戦
争
が
叶

津
村
に
与
え
た
影
響
を
振
り
返
り
た
い
。

　

本
書
に
は
、
当
年
三
月
「
会
藩
御
人
数

御
出
張
御
固
」
、
同
閏
四
月
「
越
後
小
出

島
戦
争
有
之
」
と
あ
り
、
戦
争
の
影
響
は

会
津
藩
兵
の
叶
津
駐
留
に
始
ま
り
、
小
出

島
陣
屋
（
現
新
潟
県
魚
沼
市
）
防
衛
戦
の

会
津
方
敗
北
以
降
大
き
く
な
る
。
越
後
で

敗
北
し
た
会
津
藩
兵
は
、
撤
退
す
る
八
十

里
越
で
「
木
ノ
根
与

申
所
江

御
堅
場
出
来
」

と
、
防
衛
拠
点
を
築
き
、
叶
津
村
等
に
食

料
・
山
刀
・
鎌
・
鍬
等
の
供
出
を
命
じ
た
。

そ
の
後
、
奥
羽
越
列
藩
同
盟
軍
も
八
十
里

越
で
撤
退
を
始
め
、
五
月
「
長
岡
落
城
ニ

付
御
家
中
三
千
人
余
男
女
共
」
、
八
月
朔

日
よ
り
「
長
岡
始
米
沢
・
仙
台
・
庄
内
・

上
ノ
山
諸
御
藩
大
凡
壱
万
余
人
」
と
、
大

勢
が
叶
津
村
等
に
逗
留
し
「
前
代
未
聞
之

騒
動
」
と
な
る
。
当
初
、
彼
ら
の
受
入
に

は
、
後
払
い
に
て
一
人
あ
た
り
二
五
〇
文

の
手
当
支
給
が
約
束
さ
れ
た
と
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
八
月
二
十
九
日
「
御
代
官

并
八
十
里
御
固
御
人
数
俄
ニ

御
引
払
」
と
、

手
当
支
給
前
に
会
津
藩
兵
が
撤
退
し
途
方

に
暮
れ
て
い
る
。
九
月
二
日
以
降
は
新
政

府
軍
が
進
駐
し
「
大
小
荷
駄
方
御
立
被
遊

其
上
御
固
場
出
来
」
と
、
滞
在
受
入
と
軍

事
運
搬
を
命
じ
、
叶
津
を
拠
点
に
越
後
か

ら
軍
夫
が
到
来
し
大
混
雑
と
な
る
。

　

さ
ら
に
、
会
津
藩
降
伏
後
の
九
月

二
十
五
日
「
会
津
方
不
時
ニ

押
寄
」
と
、

降
伏
を
知
ら
ぬ
会
津
藩
兵
が
叶
津
に
攻
め

寄
せ
る
。
新
政
府
軍
は
撤
退
し
、
混
迷
す

る
叶
津
村
で
は
「
老
若
男
女
不
残
山
中
江

逃
隠
」
と
、
村
民
は
山
に
逃
げ
、
家
具
等

が
分
捕
ら
れ
た
。
十
月
一
日
に
は
新
政
府

軍
が
戻
り
、
同
六
日
に
退
去
し
て
い
る
。

　

新
政
府
は
年
貢
半
免
を
布
告
し
た
が
、

春
か
ら
秋
の
騒
動
で
耕
作
・
養
蚕
に
支
障

が
生
じ
た
叶
津
村
は
、
さ
ら
に
手
当
を
求

め
て
い
る
。
供
出
・
運
搬
・
受
入
等
に
関

す
る
史
料
と
併
せ
み
る
と
、
戊
辰
戦
争
で

生
活
を
奪
わ
れ
た
叶
津
村
の
実
態
を
如
実

に
伝
え
る
史
料
で
あ
る
。�

（
小
野 

孝
太
郎
）

　

明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
の
西
南
戦
争

に
は
、
福
島
県
出
身
の
人
々
が
巡
査
と
し

て
数
多
く
参
戦
し
た
。
そ
し
て
、
彼
ら
千

名
弱
の
戦
闘
の
記
録
が
、
全
六
冊
の
『
戦

闘
履
歴
』
に
収
め
ら
れ
、
そ
の
う
ち
三
冊

が
、
当
館
収
蔵
「
明
治
・
大
正
期
の
福
島

県
庁
文
書
」
に
残
さ
れ
て
い
る
。

　

戦
争
勃
発
に
伴
い
、
政
府
内
で
士
族
徴

募
構
想
が
検
討
さ
れ
、
二
月
末
か
ら
東
北

や
北
関
東
な
ど
で
内
務
省
警
視
局
巡
査
と

し
て
の
徴
募
が
開
始
さ
れ
た
。
巡
査
た
ち

は
、
徴
募
時
期
等
に
よ
っ
て
、
別
働
第
三

旅
団
・
新
選
旅
団
や
そ
の
他
の
警
視
隊
等

に
組
み
込
ま
れ
た
。
別
働
第
三
旅
団
は
、

川
路
利
良
大
警
視
兼
陸
軍
少
将
が
初
代
旅

団
長
を
務
め
た
警
視
隊
で
、
同
書
で
の
記

録
数
が
最
も
多
い
。

　

同
旅
団
は
、
薩
軍
の
熊
本
城
攻
撃
中
、

背
衝
軍
と
し
て
三
月
二
十
四
日
に
南
方
の

八
代
に
上
陸
し
、
背
面
か
ら
の
攻
撃
に
加

わ
っ
た
。
薩
軍
の
熊
本
方
面
か
ら
の
撤
退

後
は
、
南
下
し
て
水
俣
方
面
か
ら
内
陸
部

の
薩
軍
と
戦
闘
し
、
更
に
西
海
岸
方
面
か

ら
鹿
児
島
掃
討
戦
に
も
参
戦
し
た
。
そ
の

後
、
都
城
か
ら
宮
崎
へ
と
転
戦
し
、
八
月

一
日
に
新
選
旅
団
と
交
代
し
帰
京
し
た
。

　

以
下
で
、
同
旅
団
上
田
隊
六
番
小
隊
伍

長
の
四
等
巡
査
心
得
、
耶
麻
郡
磐
梯
村
磯

部
玄
三
郎
の
記
録
を
紹
介
し
た
い
。

「
（
前
略
）
六
月
四
日
日
暮
再
ヒ
タ
ク
ミ

通
シ
ニ
進
軍
、
翌
五
日
午
前
三
時
上
原
ニ

進
撃
激
戦
二
時
間
大
ニ
賊
ヲ
破
ル
、
而
シ

テ
鬼
ヶ
嶽
ニ
引
揚
ク
、
同
日
午
後
四
時
上

原
ノ
敗
賊
鬼
ヶ
嶽
ニ
反
戦
ス
、
勢
甚
猖
獗

我
兵
奮
戦
遂
ニ
之
ヲ
卻
ク
、
翌
六
日
賊
又

来
リ
戦
フ
又
撃
テ
之
ヲ
卻
ク
、
同
月
日
失

念
、
薩
摩
ノ
国
界
ニ
進
入
ス
ル
コ
ト
里
許

山
上
ニ
於
テ
敵
軍
ト
出
會
接
戦
一
時
間
敵

敗
走
ス
、
我
兵
国
界
ニ
引
揚
ケ
小
間
休

憩
、
更
ニ
石
坂
口
ヨ
リ
進
ミ
石
坂
峠
ノ
賊

ヲ
撃
ツ
賊
又
敗
走
ス
、
同
所
ニ
哨
兵
ヲ
張

ル
コ
ト
二
日
水
俣
ニ
帰
テ
休
息
ス
（
後

略
）
」

　

記
録
に
は
、
五
月
二
十
二
日
の
水
俣
上

陸
か
ら
八
月
三
十
日
の
宮
崎
突
入
ま
で
の

戦
闘
経
過
が
書
か
れ
て
お
り
、
抜
粋
部
に

は
、
六
月
の
水
俣
南
方
鬼
嶽
で
の
激
戦
の

様
子
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
本
県
出
身
の

一
兵
士
の
目
線
で
西
南
戦
争
の
実
像
を
窺

い
知
る
こ
と
が
出
来
る
点
で
、
非
常
に
貴

重
な
史
料
で
あ
る
。　
　

�

（
藤
谷　

誠
）
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西
南
戦
争
『
戦
闘
履
歴
』

　
　

別
働
第
三
旅
団
の
戦
い

戊
辰
戦
争
と
会
津
郡
叶
津
村

会
津
郡
叶
津
村
に
お
け
る

　
　
　
　

戊
辰
戦
争
の
影
響

『戦闘履歴』（明治 10 年）より抜萃
（明治・大正期の福島県庁文書 1813）



　

今
年
は
朝
河
貫
一
没
後
七
十
年
と
い
う

節
目
の
年
で
あ
り
、
そ
の
父
で
立
子
山
小

学
校
（
福
島
市
立
子
山
）
の
教
師
で
あ
っ

た
朝
河
正
澄
の
手
紙
を
紹
介
し
て
み
た

い
。
正
澄
は
、
立
子
山
の
地
域
名
望
家
で

あ
っ
た
朝
倉
鉄
蔵
と
の
交
流
が
よ
く
知
ら

れ
て
お
り
、
鉄
蔵
は
朝
河
正
澄
・
貫
一
父

子
の
よ
き
理
解
者
で
も
あ
っ
た
。

　

そ
の
手
紙
は
、
朝
河
正
澄
か
ら
朝
倉
鉄

蔵
に
宛
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
年
未
詳

の
一
月
三
日
付
で
、
封
筒
は
な
い
。
正
澄

の
没
年
の
明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）

以
前
の
も
の
で
、
内
容
か
ら
明
治
三
十
五

年
前
後
の
も
の
で
は
な
い
か
と
想
定
し
て

い
る
。
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

御
念
書
を
お
書
き
く
だ
さ
り
、
あ
り
が

た
く
拝
領
い
た
し
ま
す
。
昨
日
は
、
色
々

失
礼
な
こ
と
を
い
た
し
ま
し
た
が
、
お
許

し
い
た
だ
け
ま
し
た
な
ら
ば
大
変
あ
り
が

た
く
存
じ
ま
す
。
五
日
に
御
一
緒
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
明
日
御
出
発

な
さ
れ
る
と
の
こ
と
は
委
細
承
り
ま
し

た
。
仰
る
通
り
、
五
日
に
西
屋
で
お
会
い

で
き
れ
ば
と
存
じ
ま
す
。
何
れ
に
し
て
も

お
昼
ま
で
に
は
伺
い
ま
す
。

　

こ
の
手
紙
に
は
別
紙
で
も
う
一
通
が
付

さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
内
々

の
用
事
を
伝
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

突
然
こ
の
よ
う
に
申
し
上
げ
、
御
不
審

に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
本
来
は

一
々
お
会
い
す
る
の
が
筋
で
す
が
、
微
妙

な
こ
と
も
あ
る
の
で
、
教
員
社
会
を
出

て
、
一
度
国
家
の
た
め
に
尽
力
い
た
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
よ
う
な

お
話
の
序
で
に
少
し
ば
か
り
長
く
お
時
間

を
頂
戴
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
ょ

う
か
。
何
卒
お
力
添
え
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
さ
ら
に
来
賓
の
方
々
に
は
御
心

配
で
も
、
村
人
に
は
御
発
言
を
控
え
て
い

た
だ
き
た
く
お
願
い
し
ま
す
。
何
れ
に
い

た
し
ま
し
て
も
再
会
し
て
か
ら
詳
し
く
お

話
い
た
し
ま
す
。
手
紙
は
ご
覧
に
な
っ
た

後
に
燃
や
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

正
澄
は
、
教
育
界
を
辞
し
て
国
政
進
出

へ
の
強
い
意
欲
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
理

解
さ
れ
る
。
文
中
の
「
村
人
」
は
、
立
子

山
村
人
を
指
し
て
い
る
。�

（
渡
邉 

智
裕
）

«

展
示
公
開
》

「
奥
会
津
の
古
文
書
―
三
島
町
・
金
山
町
・

昭
和
村
を
中
心
に
―
」

　

江
戸
・
明
治
時
代
の
只
見
川
・
野
尻
川

沿
い
の
村
々
の
概
況
、
山
内
氏
・
蒲
生
氏

に
よ
る
村
落
支
配
、
苧
麻
の
栽
培
、
漆
・

蝋
の
生
産
、
山
を
め
ぐ
る
領
有
権
争
い
や

水
害
の
状
況
、
山
村
に
お
け
る
信
仰
と
文

化
、
戊
辰
戦
争
時
の
様
相
な
ど
を
古
文
書

に
即
し
て
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
ま
す
。

【
会
期
】
開
催
中
～
十
二
月
二
十
四
日

（
月
）

【
休
館
日
】
十
一
月
二
十
六
日
（
月
）
、

十
二
月
三
日
（
月
）
・
十
七
日
（
月
）

【
解
説
会
】
十
一
月
十
七
日
（
土
）
、
十
二

月
十
五
日
（
土
）
。
午
後
一
時
か
ら
。

「
新
公
開
史
料
展
」

　

『
福
島
県
歴
史
資
料
館
収
蔵
資
料
目

録
』
第
四
十
九
集
に
収
録
さ
れ
た
「
國
分

泰
雄
家
資
料
」「
佐
久
間
成
章
家
文
書
」「
森

山
区
有
文
書
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
会
期
】
平
成
三
十
一
年
一
月
十
九
日

（
土
）
～
三
月
二
十
四
日
（
日
）

【
休
館
日
】
一
月
二
十
一
日
（
月
）
・

二
十
八
日
（
月
）
、
二
月
四
日
（
月
）
・

二
十
五
日
（
月
）
、
三
月
四
日
（
月
）

【
解
説
会
】
一
月
二
十
六
日
（
土
）
、
二
月

十
六
日
（
土
）
、
三
月
十
六
日
（
土
）
。
午

後
一
時
か
ら
。

歴
史
資
料
館
移
動
展

　
　
　
　
　

 
 

「
村
人
た
ち
の
戊
辰
戦
争
」

　

春
に
展
示
し
た
戊
辰
一
五
〇
年
「
村
人

た
ち
の
戊
辰
戦
争
」
の
一
部
を
県
立
図
書

館
で
展
示
し
ま
す
。

【
会
場
】
県
立
図
書
館
展
示
コ
ー
ナ
ー

【
会
期
】
十
一
月
二
日
（
金
）
～
十
二
月

五
日
（
水
）

【
関
連
講
演
会
】
十
一
月
二
十
五
日
（
日
）　
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平
成
三
十
年
度
行
事
予
定

  

（
平
成
三
十
年
十
月
～
平
成
三
十
一
年
三
月
）

朝
倉
鉄
蔵
に
相
談
し
た

　
　
　
　
　
　
　

朝
河
正ま

さ

ず

み澄1 月３日付朝河正澄書状
（朝倉一郎家文書 784）

会津細見絵図（部分、馬場篤家文書 1）


